佐野ゼミ課題　2014/11/5提出課題の追加訂正レポート	Comment by 明治大学: [必須]
「日本における音楽CD生産数量の歴史的推移について」など、本ミニレポートの内容がわかるようなタイトルを入れておくこと。
■■　■■.

	Comment by 佐野正博: ［必須］
１．なぜ2012年に生産数量が前年よりも約2,000万枚も増加したのか、あるいは、2013年に生産数量が前年よりも約2,600万枚も減少したのかについて、脚注で説明しておくこと
２．CD生産数量のグラフだけでなく、CD生産金額のグラフも記載しておくこと
３．CDの平均単価の変化があるのかないのかを調べ、脚注で記載しておくこと
［要望］
１．邦楽と洋楽で何らかの差異があるのか、それとも同一であるのかを記載しておくこと
２．CDの生産数量・生産金額の歴史的減少という傾向に対して、音楽業界のそれぞれのステークホルダーがどのように対応しようとしているのかを論じておくこと（「音楽の配信・ダウンロード販売以下に、どのようなイノベーションで対処しようとしているのか？」「その対処法の成果はどうなのか？」といったことを論じておくこと---たとえばSACD、ハイクォリティCD, ハイレゾ音源などの「技術的イノベーション（技術革新）」について論じておくこと

メモリーテック株式会社「HQCD（Hi Quality CD）とは」
http://www.hqcd.jp/hqcd/	Comment by 明治大学: [必須]
１．何に関するグラフであるかがわかるようにタイトルを入れること
２．教員がデータとグラフの対応の正しさをチェックできるようにデータの出典元を明記すること。
３．グラフ作成に利用した数値データを見にレポートの最後に表形式で貼り付けておくこと
４．グラフの縦軸の単位を記載しておくこと
　　　　↓
このグラフの単位は、千枚となっているので、あまり適切ではない。単位を万枚、あるいは、億枚［なお小数点以下は、小数点第一位までの数字］としてグラフを作り直しておくこと。

　かつては音楽市場において中心的存在であったCDが、ここ数年で売上が低迷してきている。その原因にはいくつかあるが、音楽の視聴がCDではなく配信やダウンロードという形にシフトしてきているからであると言える。その他にも、違法ダウンロードの増加、携帯音楽プレーヤーの普及によるかつてのような音楽の聴き方の変化、若年層の現象、CD価格の上昇などの原因も挙げられる。	Comment by 明治大学: [要望]
音楽市場でミリオンセラーの数が減少しているという音楽市場の歴史的変化との関連の有無について、脚注で論じておくこと	Comment by 明治大学: [必須]
１．このことに関して数値データを調べて、実際にどうなっているのかを考察すること
２．音楽配信・ダウンロードを含めた音楽市場全体の動向がどうなっているのかを調べること	Comment by 明治大学: [必須]
１．このことに関する根拠となる記事やデータを探して脚注であげること
[提案]
２．もし関心があれば、違法ダウンロードや違法コピーなどに関する資料を見つけて、ミニレポートを書いてください。
　時代が進むにつれて、多くの事を小さな端末でできるようになり、それらのポータビリティも増してきた。音楽をダウンロードして聴く事ができるようになったのもこの現象に一つであるといえる。聴きたい曲だけピックアップしてダウンロードして聴けるということで、個人の好みに合ったプレイリストを作ることもできるからである。
　そして近年、アーティストに求められるものは歌だけではなく、ダンスのようなパフォーマンスにも力を入れている傾向にある。日本ではアイドルが流行り、やはり視覚的な要素が強くなってきている傾向であると言える。そのため、YouTubeなどの動画サイトを通じて音楽を視聴する人が増えてきていることも、CDの売上低迷に拍車をかけていると考えられる。	Comment by 佐野正博: ［要望］
日本以外の国・地域との比較の根拠となるデータを調べて記載すること
　CDが売れなくなり、一番利益が出ないのはアーティストである。アーティストが曲を制作する際、その制作費を補っているのはCDの売上であるからである。しかしそのCDが売れないのでは、制作費が赤字になるだけではなく、次に作る作品のメドも立たなくなるのである。
　CDで音楽を聞く時代から、ダウンロードで音楽を聞く時代に変化し、これまでのビジネスモデルが通用しなくなっている。そうした中で、音楽業界は消費者にとって利便性が高くよい品質のサービスを提供しなくてはならない。つまり普通にCDを売るだけでは音楽業界は残れないのである。一部のアーティストはCDに握手券を同封するなどのことで売上を伸ばしている。このようにアーティストに歌以外の付加価値をつけることも業界努力であると言える。元々音楽は性質上売り方が限られているため、新たな市場を築くことが困難であるといえる。上記したようにYouTubeなどの動画サイトでの視聴が主流になると考えられるので、音楽を聴かせるアプローチを動画サイトを活用することも一つの手段だと考えられる。	Comment by 明治大学: [必須]
CD、および、ダウンロード販売、それぞれについて売り上げの配分比率を調べること	Comment by 明治大学: [要望]
音楽利用に関して、「CD」、「YouTube」、「iTunes」、「その他の音楽配信（ダウンロード）」それぞれの利用度調査データを調べること	Comment by 佐野正博: ［必須］
日本語の文章としておかしいので訂正しておくこと

参考
http://www.riaj.or.jp/data/cd_all/cd_all_q.html
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